看護婦 までが 総出で 探し まわ つ た。 

「無い …… 」 

「どうも 見つからん」 

「困った わね ェ。 でも 探す ものが、 あまり 小さす ぎる 

の だ わ」 

そのうちに 廊下に 大きな 掲示が 貼り 出された。 r 懸 

賞」 と 赤 インキで 一 一重 丸 をう つた 見出しで、 「ラジウム 

ていじょう 

を 発見した る 者に は、 金 五 百 円 也 を 呈上す る ものな 

まつ こ-;" し」 CJ 

リ」 と、 墨痕 あざやかに 認めて あった。 この 掲示が 出 

て 騒ぎ は 一 段と 大きくな つた。 

だが 結局、 判らぬ もの は 遂に 判らなかった。 五 百 円 



か。 それから、 あの ラジウム 入りの 患者 はどうな つた 

ゝ o 

力 

患者の 方に ついては、 なにより もまず 安心 せられた 

い。 あの 思いやりの ある 婦長さん や、 新聞記者 君が 心 

きゅう 

配して 下す つたこと は、 遂に 杞憂に 終った ので あるか 

い のち 

ら。 つまり あの 患者 は、 ラジウムに 生命 を 取られる こ 

となし に、 うまく 助かった ので ある。 そして 今 も ピン 

ピンして いる。 ピン ピンして いる どころ か、 こうして 

原稿用紙に 向って ぺ ンを 動かして いるので ある。 

あの 失踪した 患者と いうの は、 実は 斯 くいう それが 

しなので ある。 本名 を 名乗っても いい。 丸 田 丸四郎 I 



I これが 私の 本名で ある。 

まつ ささ キ J 

こう 名乗って しまう と、 まず 真 先に 訊かれる だろう 

と 思う こと は、 

「どうして お前 は、 病院の ベッドから 居 なくなつ たの 

だ」 という ことだろう。 

これに ついては、 正直に 次のように 答えたい。 「そ 

いつは 予ての 順序だった の だ ：：： 」 

予ての 順序だった の だ。 つまり ラジウム を 挿入 さ 

れて、 ほんのすこし だけれ ど、 じっと 寝かされ るの を 

待って いたの だ。 医師と 看護婦と は、 私が 寝台の 上に 

くぎ 

釘 づけに な つ ている だろう こと を 信じて 疑わなかった。 



うと 考えられた からだ。 釦に穴 を 明けて 置いて、 そ 

の 中に ラジウム を 3i め こむ 方法 も 考えた が、 ラジウム 

いりょく きじ ばてい 

の 偉力 は、 洋服の 生地 も 馬蹄で 作った 釦も、 これ をボ 

ロボ 口にする こと は、 まったく 同じ ことだった。 — 

結局、 柿色の 制服 を 着る 際に は、 どうしても ラジウム 

どくぼう 

を、 あの 肉 ポケットに 入れて、 うまく 独房の 中へ 持ち 

込む より 外に、 いい 手はなかった。 

こんな 風で、 私の 肉 ポケットの 疾患 は、 更に 悪化し 

たのだった。 ラジウム も 適当なる 時間 を 限って 患部に 

当てれば、 吃驚す る ほど 治癒が 早い が、 度を過ご すと 

飛んだ ことになる のだった。 



「おい 一 九九 四 号、 出て こい」 

「は ァ。 —— 」 

「医務室へ 連れて ゆく から 出て 来い」 

「は ァ。 —— 」 

せいそうよう ほうき 

私 は ラジウム を、 清掃 用の 箒の モジャ モジャ した 

中に 隠して それから 看守に 連れられて 外に 出た。 

(お ォ、 ぉォ) 

と 向いの 一 ニニ 二号が 小 窓から 顔 を 出して、 私に サ 

イン を 送った。 彼 はこの 刑務所へ 入って 出来た 最初の 

ほんみょう いがらしし ようきち 

友達で あり 先輩だった。 本名 は 五十嵐 庄吉 といい、 

ざいじょう す り 

罪状 は 掏摸 だとの ことだった。 



られて 来た 紙 風船 をと つて、 いきなり この フット ボ— 

ルの 上に パッと 被せる。 すると 私 は、 ォ ブラ— トに糊 

をつ けた もの を 持って いて、 その 風船の 肛門の ような 

ところへ 円い 色紙 をぺ タリと 貼りつ ける。 すると 間 髪 

を 入れず、 五十嵐の 方が 風船 を フット ボ— ル から 外す 

と、 素早くお 椀みたい なの を 裏返しに して、 もう 一度 

フット ボ— ルの 上に 載せる、 すると 反対の 側の 風船の 

肛門が 出て くるから、 私 は 小さい 穴の あいている 方の 

ォ ブラ J ^をぺ タリと 貼る ので ある。 それで 紙 風船の 

作業 は 終った。 

あと は 五十嵐が、 出来 上った 紙 風船 を、 お 椀 を 積む 



看守の 後から 背広 姿の 二人の 訪客が 入って 来た。 私 

ほしゃく 

は 保釈 出獄の 使者 だろうと 直感した。 

(オヤ) 私 は 心の中で 訝った。 二人の 客のう ちの 一 

人 は、 見知り越しの 医務 長だった。 もう 一人 は、 日焼 

けの した 背の 高い スポ— ッ マンの ような 男だった。 

「この 男です よ。 入った とき は、 実に ひどい 痔 でして 

ナ、 ところが 私の 例の 治療法で、 予期し ない ほど 早く 

癒つ てし まいました」 

「は ァ、 はァ」 

「どうか 何な とお 話 下さい。 あとで この 男の 患部 を 御 

覧に 入れましょう」 



(どうも 変 だナ) 

紳士 は 一 見 医師と しか 見えぬ 質問 をして い つたが、 

どうも 医師く さいと ころに 欠けて いるよう な 気がした _ 

疵を 持つ 脛に は、 それが ピ ー ンと 響いた のだった。 

(探偵 かしら …… ) 

おのの 

にわかの 不安に 私の 胸 は 戦き はじめた。 

(これ ァ いかん) 

私 は 真 先に、 ラジウムの 処分 問題 を 考えた。 この 調 

子で は、 私の 肉 ポケットに 入れて 出る こと は、 明かに 

危険で あると 感じた。 きっと 出獄の 前に、 いまの 二人 

が 私の 肉 ポケッ トを 点検す るだろう。 そのと きこ そ 百 



「うん。 II いいや、 無い」 

てめ え 

「う、 噓を つけ。 おれが 力に なって やる。 手前の 仕事 

のうちで、 まだ 警察に 知れて いないの が ある ネ」 

「いいや、 何にも 無い！」 

私 はいつ になく、 この 無二の 親友の 好意 を 斥けた 

のだった。 いくら 五ケ 年の 親友 だって、 こればかり は 

打ち明け かねる という もの だ。 

むごん うち 

それから 私たち は、 無言の 裡に 仕事 を やった。 それ 

は 私たちに とって 珍ら しい ことだった。 二人 はこの 仕 

にくま ぐち かけごえ 

事の 間に、 たとえ 話がない にしろ、 軽い 憎れ 口 ゃ懸声 

など を かけて 仕事 をす るの が 例だった から。 



るかと、 首を長くして 待った。 

(あ、 来た ぞ) 柿色の 紙 風船 は、 遂に 私たちの 方に 廻つ 

たま 

て 来た。 五十嵐 は 無造作に 二つに 折って、 バサリ と 球 

の 上に 被せた。 

「や あ」 ポ— ン。 

と 私 は 丸い 風船の 尻 あて を 貼りつ けた。 だが そこに 

千番に 一番の かねあい …… という ほどで もない が、 糊 

の つ いたと ころに 例の 裸の ラジウム をく つ つける が 早 

いか、 その 方 を 下にして ポ— ンと 柿色の 紙 風船に 貼り 

つけたの であった、 つまり 鉛筆の 芯の 折れ ほどの ラジ 

ゥム は、 紙 風船の 花びらと 尻 あてとの 紙の 間に 巧みに 



たが、 やっと 思う 店 を 探し あてた。 店頭に は賑 かに 

ffl や 羽根が ぶら 下り、 セルロイドの ラッパ だの、 サ— 

ベル だの、 紙で 斿 えた 鉄兜 だの、 それから それへ と、 

さまざまな ものが 所 も 狭く、 天井から 下って いた。 I 

おくめん 

I 私 は 臆面もなく、 店先へ 腰 を 下した。 

「いらっしゃ いまし。 何、 あげます？」 

たず 

と 小僧さん が 尋ねた。 

「ああ、 紙 風船が 欲しい のです がネ、 すこし 注文が あ 

るので、 一つ いろいろ 見せて 下さい」 

「よろし ゆう ございます。 紙 風船と いいます と、 

こんなと ころで …… 」 



と 小僧さん は 指さした。 なんの こと だ、 私の 坐った 

膝の 前、 あの 懐し い 紙 風船が 山と 積まれて いるの だ。 

(おお。 I— ) 

私の 胸 は 早鐘の ように 鳴り だした。 風船 を 両手で か 

お さ 

き 集め、 しっかり 圧え たい 衝動に 駆られた。 だが 私 も、 

刑務所 生活 をして、 いやに キヨ トキ ョト して 来た もの 

である。 

「そうです ネ。 」 

と 私 は 無理に 気 を 落ち着けて、 風船の 山 を 上から 下 

へと 調べて いった。 

(柿色の 風船 は？) 



ころが 店の 前 を 五六 間 行く か 行かない ところで、 私 は 

ギヨ ッ とした。 私の 顔見知りの 男が、 向う から 歩いて 

来る ので ある。 それ は 帆 村と いう 探偵に 違いなかった。 

(これ は —— ) と 咄嗟に 私 は 決心 を 固めた が、 幸いに 

おもちゃ どん や 

も 帆 村 探偵 は、 並び 並んだ 玩具 問屋の 看板にば かり 気 

を とられて 歩いて いるら しかった。 私はス ルリと 電柱 

の 蔭に 隠れて、 とうとう この間 抜け 探偵 を やりすごし 

た。 

私 はすぐ に 円 タク を 雇う と、 両国 へ 走らせた。 国 

こうらくかん 

技 館 前で 降りて、 横丁 を 入って ゆく と、 幸 楽 館と いう 

円 宿 ホテルが あった。 私 は そこの 扉 を 押した。 



さて それから 後の こと を、 どう 皆さんに 伝えたら い 

いだろう か。 私 はすこし 語りつ かれた ので、 結末 を簡 

単に 述べようと 思う。 その 結末と いうの は、 恐らく、 

もう 皆さんの 目に ハツ キリと 映って いる ことと 思う。 

そういって 判らなければ、 もっと 明瞭に 云おう。 

皆さん は、 二月 二十日 付の 朝刊 を 見られた であろう 

おどろ 

と 思う。 その 社会面の 中で、 なにが 皆さん を 最も 駭 

かした であろう か。 

それ は 云う まで も あるまい。 

さんろく あれ ごや 

「山麓の 荒 小屋に 発見され たる 怪 屍体」 という 見出し 

で、 「昨 十九 日 午前 八 時、 X 大学生 X X は X X 山麓の 荒 



く 兇行に 関係の ある 重大なる 謎と して 係官の 注意 を 集 

めて いる。 

後報。 II 被害者の 身許が 判明した。 彼 は 五十嵐 庄 

吉 (三 九) であった。 十日 前に X X 刑務所 を 出獄した 

掏摸 十二 犯の 悪漢で ある。 彼 は 刑務所 を 出で、 正門 前 

に 待ち合わせ ていた 自動車に 乗った まま 行方不明と 

そうさくね 力 い 

なった もので、 同人の 家族から X X 著へ 捜索 願が 出 

ていた ものである。 犯人 はい まだ 不明で あるが、 多分 

うら ふ つき ゆう 

同人 を 恨んで いた 者の 復仇ら しい 見込みで ある。 警 

きょく リ よく 

視庁 では 同人 を 連れ去った 自動車と 運転手 を 極 力 

げんたん ちゅう 

厳探 中 である 云々」 



五十嵐 庄吉が 惨殺され、 しかも 左 肋骨の 下に 不可解 

の 潰瘍の 存 する ことにつ いて、 皆さん は 心 当りがない 

であろう か。 

あいつ は 掏摸の 名人だった。 私 は それ をつ い 永い 間 

忘れて いた。 いや 私 はもつ と 忘れて いた ことがあった 

の だ。 刑務所 は 学校と 同じ ことに、 立派な 人間ば かり 

いて、 立派な 友情が 溢れる ほど 存在して いるもの だと 

ばかり 誤解して いた こと だ。 

私が 風船に ラジウム を 入れた とき、 五十嵐の 奴 は そ 

れを 裏返した が、 そのと き 遅く 彼のと き 早し で、 彼 は、 

こきょう す 

小器 用に 指先 を K つて、 ラジウム を 掏りと つたに 違い 
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